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軽自動車産業の実態 2005年版
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（価格は税込、送料込み）

       スズキ ダイハツ ホンダ 三菱自動車 富士重工
　 快走を続ける軽自動車!!  生産・販売メーカーの戦略から研究開発までを
                                        協力部品メーカー540社の現況とともに一挙掲載！

発刊にあたり
　軽自動車は、1949年7月に初めて法律上に規格ができ、55年に排気量360ccの軽四輪車規格が固まった。その後、排出ガ
ス規制への対応や安全性向上のため、76年には550ccへ、90年には 660ccへ規格改定、さらに98年10月には衝突安全基準
への対応のためサイズを大きくした規格に改定されてきている。
　軽自動車は、主に昭和30年～40年代は商工自営業者の産業振興のためやマイカー時代の入門車として普及した。その後、
軽免許の廃止、車検制度の導入、排出ガス規制の開始、国民所得の向上による上級車への移行などによって冬の時代を迎え
たが、昭和50年代半ば以降は主に女性の社会進出と相まってセカンドカーとして急速に普及してきた。現在では、省資源・
省エネルギーで運転のしやすいクルマとして、より広範なユーザーの支持を得ており、地方においては女性、高齢者の貴重
な生活の足であるとともに、中小企業や商店、農家などの事業活動にも大いに活用されている。
　近年、国内自動車市場が今ひとつ勢いに乗れない中、軽自動車の好調は際だっており、2004年前半の届出台数は上半期と
しては過去最高の100万台を突破、2005年も引き続き高水準を維持すると予想される。
　本書は、快走を続ける軽自動車を生産するスズキ、ダイハツ、ホンダ、三菱自動車、富士重工５社と、これらのメーカー
を支えるグループ企業、協力会加盟企業、及び２～３次協力メーカー540社における生産、販売、購買などの企業動向を独
自取材により明らかにした調査資料です。貴社にて是非ご利用下さい。

サ プ ラ イ ヤ ー 軽メーカー 納　　入　　部　　品 納入比率

葵機械工業(株) ダイハツ

(直納)全車種にﾗｼﾞｴｰﾀｰｻﾎﾟｰﾄ､ﾌｭｰｴﾙﾀﾝｸｱｯﾊﾟｰ･ﾛｱ､ｻﾌﾞﾀﾝｸ､4WD車にﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌ
ﾄ､ｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ､(2～6)にｾﾝﾀｰﾎﾞﾃﾞｨﾋﾟﾗｰﾙｰﾌ･ﾌﾛｱ､ﾛｯｶｰｱｳﾀｰﾙｰﾌ･ﾌﾛｱｻﾌﾞAssy､ﾎﾞ
ﾃﾞｨﾛｱ､ﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙ､(9,10)にｳｫｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ､ﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄ､ﾄﾗﾝｽｱｸｽﾙｵｲﾙﾊﾟﾝｻﾌﾞAssy､ﾌﾛ
ｱｻｲﾄﾞﾒﾝﾊﾞｰｻﾌﾞAssy
(間接)浅野歯車工作所経由で(2～6)へ

60.0%

スズキ (直納)全車種にﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､ｽｸﾘｭｰ､樹脂小物 3.2%

ダイハツ
(直納)全車種にﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､ｽｸﾘｭｰ､樹脂小物
(間接)荻野製作所､明石機械製作所経由でﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､ｽｸﾘｭｰ(商流はﾀﾞｲﾊﾂとの直
取引)

4.5%

ホンダ (直納)全車種にﾎﾞﾙﾄ､ﾅｯﾄ､ｽｸﾘｭｰ､樹脂小物 0.7%
(株)赤池工業 富士重工 (直納)全車種にｵｲﾙｽﾄﾚｰﾅｰ､ﾆｯﾌﾟﾙ等ｴﾝｼﾞﾝ部品 －

(株)明石機械製作所 ダイハツ (直納)ｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ､ﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙ､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾘﾝｸ､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞAssy､ｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｬﾌﾄ､ﾎﾞｰﾙｼﾞｮｲﾝ
ﾄ､ｼﾌﾄﾚﾊﾞｰ､MT Assy －

ダイハツ (直納)(1～6)にﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ 0.8%
三菱自動車 (直納)(3)を除く全車種にﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ､全車種にﾄﾞﾗﾑﾌﾞﾚｰｷ 4.2%

(株)浅川製作所 三菱自動車 (直納)ﾎﾞﾙﾄ､ねじ付部品 －

(株)浅田可鍛鋳鉄所 ダイハツ
(直納)(1,2,4～7,9,10)にAT部品
(間接)浅野歯車工作所経由で全車種へﾃﾞﾌｧﾚﾝｼｬﾙｹｰｽ､明石機械製作所経由で
(9,10)へﾅｯｸﾙｱｰﾑ(商流は全てﾀﾞｲﾊﾂとの直取引)

40.0%

ダイハツ (直納)全車種にﾌﾛﾝﾄｱｸｽﾙ､ﾘﾔｱｸｽﾙ､ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝｷﾞｱ､ｴﾝｼﾞﾝｷﾞｱなど 64.0%
富士重工 (直納)(1,2)の一部車種にﾊｲﾎﾟｲﾄﾞｷﾞｱ 1.0%
ダイハツ (直納)(1,3～7)にｶｰｽﾃﾚｵ 15.0%
富士重工 (間接)しげる工業経由で全車種へｶｰｽﾃﾚｵ(商流は富士重工との直取引) 15.0%

(株)青山製作所

曙ブレーキ工業(株)

(株)浅野歯車工作所

(株)アサヒ

第Ⅱ－１表　軽自動車メーカーの車名別部品調達状況 (２)

スズキと国内自動車メーカーの提携図

富    士    重    工
(GM 20.1%出資) 欧州で小型乗用車のOEM供給
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い す ゞ 自 動 車
(GM 10.3%出資)
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日   産   自   動   車
(ルノー 44.3%出資)

軽自動車のOEM供給 軽自動車のOEM供給
マ　　ツ　　ダ

(フォード 33.4%出資)

（GMグループ）　共同購買組織を設立

小型商用車の相互供給

社会式株○○○○　 （ ○○○○○○○○○○○ .DTL,.OC ）

会
社
概
要

○○○町○○市○○県○○］社　　本［ 1-1 －○○○　〒　　　　　 3390 　電　　　 5650 ○○○○－○○－
］金本資［ 008,9 　］数総員業従［　　　　○○　○○　］者表代［　　　　　　　　円万 042 名

名（行銀友住井三、）屋古名（行銀菱三京東、）岡高（庫金用信崎岡、）南田豊（行銀ＪＦＵ］行銀引取［
）央中屋古　　　　　　

ドイアスーバリ、ドーピスクッロブノモ、クッロブノモ付ルカリヘ（アギンョシッミスンラト］品製要主［
アギ用ンジンエ・ＴＡ、）チッラク、ル　　　　　　

連関車輪四］比成構［ %39 連関車輪二、 %2 他のそ、 %5 連関車動自軽内（ %6.2 ）

販
売
体
制

］績　　　業［ 　 2002 　年　 3 　＝期月　 004,6 　経（　円万百 052 　（率経　）円万百　 9.3 　）　％
　 3002 　年　 3 　＝期月　 000,7 　経（　円万百 003 　（率経　）円万百　 3.4 　）　％

］先引取要主［

キズス）先入納（ %3.1 ツハイダ、 %3.1 ダンホ、工重士富、車動自産日、車動自タヨト、
クッニソ、連関ンシイア、車動自ゞすい、）接間（キサワカ、）接間（ハマヤ、）接間（

、川石 WV ーラスイラクーラムイダ、
会商飼鵜、スクッテマ同大、工商星三新、クトメウ、機電戸神新、鋼殊特陽山）先入仕（

鋼製知愛、ウコヨト、クッビンサ、所工鉄河三
のへキズス
品部入納 、トッケロプス、アギラドイアスーバリ）納直（ TM トフャシンイメ、アギ用

のへツハイダ
品部入納 ）納直（ )01,9,7,4,2( 、アギンョシッミスンラトに )4,2( アギグンキーパに
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◆第Ⅰ部では、軽自動車の現況を各種統計資料を用いて報するとともに、軽自動車を生産するスズキ、ダイハツ、ホンダ、三菱自
動車、富士重工の概要を掲載します。
◆第Ⅱ部では、スズキ、ダイハツ、ホンダ、三菱自動車、富士重工の軽自動車の商品構成、エンジン、パワートレイン、サスペン
ション、ブレーキなど各部位の概要や安全、環境対応など既存技術と新技術を解説しています。また、軽自動車メーカー5社の国内生
産・販売体制を明らかにするとともに、各々の状況を車名別など各種統計を用いて解説、さらに、今後の生産・販売計画、設備投資状
況など事業計画についても解説しています。
◆第Ⅲ部では、軽自動車メーカー5社の購買部門の組織と戦略を掲載するとともに、購買体制と軽自動車部品の調達状況について詳
報します。
◆第Ⅳ部、第Ⅴ部では、軽自動車メーカー5社の運営体制及び全職制、グループ企業との資本・人事交流を明らかにするとともに、グ
ループ各社、協豊会加盟企業など540社余りの概要、取引状況、生産体制、事業計画を調査・報告しています。


